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Relation
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―
魏
晋
南
朝
詩
に
お
け
る
送
別
の
贈
答
―
送
別
の
贈
り
も
の
佐
藤
大
志
は
じ
め
に
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
に
は
、
当
時
の
江
南
地
方
で
は
餞
別
の
時
に
涙
を
流
す
の
に
対
し
て
、
北
方
の
習
俗
で
は
笑
顔
で
別
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
こ
と
が
話
題
と
さ
れ
て
い
る
。
送
別
の
習
俗
［
１
］
に
は
、
そ
の
時
代
や
地
域
の
文
化
が
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
送
別
の
時
に
相
手
に
何
を
贈
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
、
そ
の
詩
人
の
、
ま
た
は
そ
の
詩
人
が
属
す
る
共
同
体
の
価
値
観
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。
稿
者
は
先
に
「
折
楊
柳
」
と
い
う
送
別
の
習
俗
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
唐
以
前
に
は
ま
だ
詩
歌
の
世
界
に
は
現
れ
ず
、
そ
れ
が
詩
歌
の
世
界
に
現
れ
る
の
は
、
盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
は
「
折
楊
柳
」
の
［
２
］
変
遷
を
追
う
こ
と
を
主
と
し
た
た
め
に
、
送
別
詩
全
体
に
お
け
る
「
」
、
折
楊
柳
の
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
ま
た
「
折
楊
柳
」
と
い
う
習
俗
が
中
唐
以
後
に
現
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
詩
で
は
送
別
の
時
に
何
を
贈
り
合
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
魏
晋
南
朝
期
の
詩
を
対
象
と
し
て
、
旅
立
、
、
つ
人
を
見
送
る
送
別
詩
に
お
い
て
彼
ら
は
何
を
贈
り
合
い
［
］
３
ま
た
何
を
贈
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
一
、
古
代
の
送
別
と
贈
答
『
』
「
、
、
、
、
周
礼
秋
官
・
司
儀
に
は
致
饔
餼
還
圭
饗
食
致
贈
、
。」（
、
、
、
郊
送
皆
如
将
幣
之
儀
饔
餼
を
致
り
圭
を
還
し
饗
食
し
お
く
か
へ
贈
を
致
り
、
郊
送
す
る
こ
と
、
皆
幣
を
将
ふ
の
儀
の
如
し
）
と
。
お
こ
な
あ
り
、
賓
客
を
見
送
る
際
の
儀
礼
の
一
つ
に
「
致
贈
」
の
礼
が
見
。
「
」
、
「
、
え
る
こ
の
致
贈
に
つ
い
て
鄭
司
農
の
注
に
贈
送
以
財
既
贈
又
送
至
于
郊
（
送
に
贈
る
に
財
を
以
て
す
、
既
に
贈
し
て
。」
又
送
り
て
郊
に
至
る
）
と
あ
り
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
財
物
。
を
贈
り
、
そ
の
上
で
更
に
郊
外
ま
で
見
送
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
周
礼
』
秋
官
・
司
儀
に
見
え
る
送
別
の
儀
礼
と
お
ぼ
し
き
で
き
ご
と
が
『
毛
詩
』
大
雅
「
韓
奕
」
に
次
の
、
よ
う
に
見
え
る
。
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『
毛
詩
』
大
雅
「
韓
奕
」
韓
侯
出
祖
韓
侯
出
で
て
祖
す
出
宿
于
屠
出
で
て
屠
に
宿
す
顕
父
餞
之
顕
父
之
を
餞
す
清
酒
百
壷
清
酒
は
百
壷
其
殽
維
何
其
の
殽
は
維
れ
何
ぞ
さ
か
な
炰
鼈
鮮
魚
炰
鼈
鮮
魚
其
蔌
維
何
其
の
蔌
は
維
れ
何
ぞ
そ
く
維
筍
及
蒲
維
れ
筍
及
び
蒲
其
贈
維
何
其
の
贈
は
維
れ
何
ぞ
乗
馬
路
車
乗
馬
路
車
籩
豆
有
且
籩
豆
且
た
る
こ
と
有
り
そ
侯
氏
燕
胥
侯
氏
燕
胥
す
こ
の
詩
は
天
子
に
朝
見
し
て
自
国
へ
帰
る
韓
侯
を
、
周
の
公
卿
、
。
が
都
の
郊
外
ま
で
見
送
り
そ
こ
で
祖
餞
の
宴
を
開
く
様
を
描
く
そ
し
て
酒
や
酒
肴
を
な
ら
べ
た
盛
大
な
酒
宴
の
描
写
の
後
に
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
「
乗
馬
路
車
」
が
贈
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
鄭
箋
に
は
「
贈
送
也
。
王
既
使
顕
父
餞
之
、
又
使
送
以
車
馬
、
所
以
贈
厚
意
也
。
人
君
之
車
曰
路
車
、
所
駕
之
馬
曰
乗
馬
」。
（
贈
は
送
な
り
。
王
既
に
顕
父
を
し
て
之
を
餞
し
、
又
送
る
に
車
馬
を
以
て
せ
し
む
る
は
、
厚
意
を
贈
る
所
以
な
り
。
人
君
の
車
を
路
車
と
曰
ひ
、
駕
す
る
所
の
馬
を
乗
馬
と
曰
ふ
）
と
あ
り
、
貴
顕
。
の
公
卿
に
郊
外
で
祖
餞
の
宴
を
開
か
せ
て
韓
侯
を
も
て
な
し
た
上
で
、
更
に
贈
り
も
の
を
す
る
の
は
、
韓
侯
に
対
す
る
周
王
の
厚
意
を
示
す
た
め
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
他
に
も
秦
風
「
渭
陽
」
に
は
、
舅
氏
を
見
送
る
際
に
財
物
を
贈
お
じ
る
例
が
見
え
る
。
『
毛
詩
』
秦
風
「
渭
陽
」
我
送
舅
氏
我
舅
氏
を
送
り
て
曰
至
渭
陽
曰
に
渭
陽
に
至
る
こ
こ
何
以
贈
之
何
を
以
て
之
に
贈
ら
ん
路
車
乗
黄
路
車
乗
黄
我
送
舅
氏
我
舅
氏
を
送
り
て
悠
悠
我
思
悠
悠
た
る
我
が
思おも
ひ
何
以
贈
之
何
を
以
て
之
に
贈
ら
ん
瓊
瑰
玉
佩
瓊
瑰
玉
佩
こ
の
詩
で
は
舅
氏
を
渭
水
の
北
ま
で
見
送
り
、
そ
こ
で
贈
り
も
の
と
し
て
「
路
車
乗
黄
」
と
「
瓊
瑰
玉
佩
」
を
贈
っ
た
こ
と
を
言
、
う
「
乗
黄
」
は
四
頭
立
て
の
馬
「
瓊
瑰
」
は
玉
に
次
ぐ
美
石
を
。
、
指
し
、
四
頭
立
て
の
馬
車
に
加
え
て
、
美
し
い
宝
石
と
佩
玉
を
贈
る
こ
と
で
、
舅
氏
へ
の
尽
き
ぬ
思
い
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
［
４
］
こ
れ
ら
は
賓
客
を
見
送
る
儀
礼
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
旅
立
つ
者
（
客
）
に
見
送
る
者
（
主
人
）
の
厚
意
を
示
す
た
め
に
、
車
馬
や
佩
玉
な
ど
の
高
価
な
財
物
や
礼
物
が
贈
ら
れ
る
、
或
い
は
贈
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
［
５
］
そ
の
一
方
で
、
送
別
に
物
で
は
な
く
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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『
毛
詩
』
檜
風
「
匪
風
」
…
…
誰
能
亨
魚
誰
か
能
く
魚
を
亨
んに
漑
之
釜
鬵
之
が
釜
鬵
を
漑
が
ん
す
す
誰
将
西
帰
誰
か
将
に
西
に
帰
ら
ん
ま
さ
懐
之
好
音
之
に
好
音
を
懐
ら
ん
お
く
結
び
の
二
句
に
つ
い
て
、
鄭
箋
に
「
誰
将
者
、
亦
言
人
偶
能
輔
。
、
。
、
周
道
治
民
者
也
檜
在
周
之
東
故
言
西
帰
有
能
西
仕
於
周
者
我
則
懐
之
以
好
音
。
謂
周
之
旧
政
令
（
誰
将
と
は
、
亦
能
く
周
。」
。
、
道
を
輔
け
民
を
治
む
る
者
を
人
偶
ふ
な
り
檜
は
周
の
東
に
在
り
た
す
う
や
ま
。
、
故
に
西
に
帰
る
と
言
ふ
能
く
西
の
か
た
周
に
仕
ふ
る
者
有
ら
ば
。
。）
我
則
ち
之
に
懐
る
に
好
音
を
以
て
す
周
の
旧
政
令
を
謂
ふ
な
り
お
く
、
、
と
あ
り
こ
の
詩
は
西
方
の
周
都
に
仕
え
よ
う
と
す
る
者
を
敬
い
贈
り
も
の
と
し
て
「
好
音
」
を
贈
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
。
鄭
箋
は
「
好
音
」
は
周
の
古
い
政
令
で
あ
る
と
具
体
的
に
示
す
が
、
こ
れ
は
旅
立
つ
者
に
贈
る
良
き
言
葉
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
送
別
の
時
に
は
、
古
く
か
ら
財
物
や
礼
物
と
い
っ
た
物
を
贈
る
場
合
と
、
価
値
の
あ
る
良
き
言
葉
を
贈
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
物
と
言
葉
の
贈
り
も
の
に
つ
い
て
、
『
荀
子
』
大
略
に
は
、
君
子
は
「
言
」
を
、
庶
人
は
「
財
」
を
贈
る
も
の
だ
と
い
う
言
葉
が
引
か
れ
て
い
る
。
『
荀
子
』
大
略
曾
子
行
、
晏
子
従
於
郊
、
曰
、
嬰
聞
之
。
君
子
贈
人
以
言
、
庶
人
、
、
、
、
、
、
、
、
贈
人
以
財
。
嬰
貧
無
財
、
請
仮
於
君
子
贈
吾
子
以
言
。
…
（
曾
子
、
、
、
、
の
行
く
や
、
晏
子
郊
に
従
ひ
て
、
曰
は
く
、
嬰
之
を
聞
け
り
。
君、
子
は
人
に
贈
る
に
言
を
以
て
し
、
庶
人
は
人
に
贈
る
に
財
を
以
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
す
と
。
嬰
貧
に
し
て
財
無
け
れ
ば
、
請
ふ
君
子
に
仮
り
て
吾
子
に
、贈る
に
言
を
以
て
す
。
…
）
右
は
曾
子
が
斉
を
去
る
と
き
、
郊
外
ま
で
見
送
っ
た
晏
子
が
「
財
」
の
代
わ
り
に
「
言
」
を
贈
っ
た
と
さ
れ
る
逸
話
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
部
分
に
は
晏
子
が
曾
子
に
贈
っ
た
言
葉
が
続
く
。
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
逸
話
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
、
も
見
え
、
そ
こ
で
は
老
子
に
面
会
し
た
孔
子
が
辞
去
す
る
際
に
、
老
子
が
孔
子
に
贈
っ
た
言
葉
と
し
て
「
吾
聞
富
貴
者
送
人
以
財
、
仁
人
者
送
人
以
言
。
吾
不
能
富
貴
、
窃
仁
人
之
号
、
送
子
以
言
」。
（
吾
は
富
貴
は
人
を
送
る
に
財
を
以
て
し
、
仁
人
は
人
を
送
る
に
言
を
以
て
す
と
聞
け
り
。
吾
は
富
貴
な
る
能
は
ず
し
て
、
仁
人
の
号
を
窃
み
て
、
子
を
送
る
に
言
を
以
て
せ
ん
）
と
あ
る
。
。
ぬ
す
こ
の
二
つ
の
逸
話
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
送
別
の
贈
り
も
の
に
は
、
古
く
か
ら
「
財
」
と
「
言
」
を
贈
る
場
合
が
あ
り
、
漢
初
ま
で
に
は
君
子
や
仁
人
は
「
言
」
を
、
庶
人
や
富
貴
は
「
財
」
を
贈
る
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
漢
代
の
作
と
さ
れ
る
送
別
詩
に
は
「
財
」
や
「
言
」
を
贈
る
こ
と
を
明
言
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
次
の
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
に
採
録
さ
れ
る
「
古
詩
八
首
」
の
第
七
首
は
、
送
別
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に
際
し
て
友
に
別
れ
の
言
葉
（
自
愛
）
を
贈
る
例
と
見
て
良
い
「
」
だ
ろ
う
。
［
６
］
「
古
詩
八
首
」
其
七
（
玉
台
新
詠
』
巻
一
）
『
悲
与
親
友
別
親
友
と
別
る
る
を
悲
し
み
気
結
不
能
言
気
結
ぼ
れ
て
言
ふ
能
は
ず
贈
子
以
自
愛
子
に
贈
る
に
自
愛
を
以
て
す
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
道
遠
会
見
難
道
遠
く
し
て
会
見
ふ
こ
と
難
し
あ
か
た
人
生
無
幾
時
人
生
幾
の
時
も
無
く
い
く
ば
く
顛
沛
在
其
間
顛
沛
其
の
間
に
在
り
念
子
棄
我
去
念
ふ
子
の
我
を
棄
て
て
去
り
お
も
新
心
有
所
歓
新
心
に
歓
ぶ
所
有
る
を
結
志
青
雲
上
志
を
青
雲
の
上
に
結
び
何
時
復
来
還
何
れ
の
時
か
復
た
来
り
還
ら
ん
き
た
亀
山
朗
氏
は
先
に
引
用
し
た
『
荀
子
』
大
略
や
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
記
述
を
挙
げ
て
、
送
別
に
言
葉
を
贈
る
こ
と
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
送
別
に
贈
ら
れ
る
言
葉
に
は
、
普
通
の
言
葉
に
は
な
い
特
別
な
ち
か
ら
を
持
っ
た
特
殊
な
様
式
が
要
求
さ
れ
、
や
が
て
「
そ
の
特
殊
な
様
式
と
し
て
〈
詩
〉
」
。
を
採
用
す
る
こ
と
が
次
第
に
一
般
化
し
て
き
た
と
仮
定
す
る
［
］
７
右
に
引
用
し
た
古
詩
も
普
通
の
言
葉
で
な
く
、
特
殊
な
様
式
と
し
て
の
〈
詩
〉
が
送
別
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
ま
だ
送
別
の
時
に
自
分
が
創
作
し
た
詩
を
贈
る
こ
と
は
、
そ
の
詩
の
中
に
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
亀
山
氏
は
、
別
れ
に
際
し
て
詩
を
贈
る
と
い
う
こ
と
は
、
建
安
時
代
か
或
い
は
そ
の
少
し
前
あ
た
り
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
、
そ
れ
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
荊
州
の
劉
表
の
下
に
身
を
寄
せ
て
い
た
王
粲
の
頃
よ
り
始
ま
る
と
指
摘
す
る
が
、
送
［
８
］
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
自
作
の
詩
を
贈
る
行
為
を
詩
の
中
に
詠
み
込
む
例
も
、
こ
の
荊
州
期
の
王
粲
の
送
別
詩
に
見
え
る
。
次
節
で
は
三
国
か
ら
劉
宋
に
至
る
送
別
詩
を
と
り
あ
げ
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
何
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
く
の
か
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
二
、
三
国
・
晋
・
宋
の
送
別
詩
と
贈
答
ま
ず
は
荊
州
期
の
王
粲
の
送
別
詩
か
ら
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
自
作
の
詩
を
贈
る
こ
と
を
詩
中
に
読
み
込
む
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
詩
は
王
粲
が
乱
を
避
け
て
荊
州
に
身
を
寄
せ
て
い
た
と
き
、
友
人
の
蔡
睦
が
故
郷
に
帰
る
の
を
見
送
っ
た
時
の
作
と
さ
れ
、
次
の
引
用
は
そ
の
結
び
の
部
分
で
あ
る
。
王
粲
「
贈
蔡
子
篤
詩
（
文
選
』
巻
二
三
）
」
『
…
…
及
子
同
寮
子
と
寮
を
同
じ
く
し
つ
か
さ
生
死
固
之
生
死
も
之
を
固
く
せ
ん
何
以
贈
行
何
を
以
て
行
に
贈
ら
ん
た
び
言
授
斯
詩
言
に
斯
の
詩
を
授
く
こ
こ
こ
- 5 -
中
心
孔
悼
中
心
孔
だ
悼
み
は
な
は
涕
涙
漣
洏
涕
涙
漣
洏
た
り
れ
ん
じ
嗟
爾
君
子
嗟
爾
君
子
あ
あ
な
ん
ぢ
如
何
勿
思
如
何
ぞ
思
ふ
勿
か
ら
ん
な
「
何
以
贈
行
」
と
い
う
措
辞
は
『
毛
詩
』
秦
風
「
渭
陽
」
の
そ
、
れ
を
踏
ま
え
る
よ
う
で
あ
る
が
渭
陽
で
は
路
車
乗
黄
瓊
、「
」
「
」「
瑰
玉
佩
」
と
財
物
を
贈
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
は
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
「
斯
詩
」
を
授
け
よ
う
と
言
う
。
、
次
の
「
贈
文
叔
良
」
も
同
じ
よ
う
に
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
自
作
の
詩
を
贈
っ
て
お
り
、
更
に
そ
の
詩
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
託
し
た
の
か
を
述
べ
る
。
王
粲
「
贈
文
叔
良
（
文
選
』
巻
二
三
）
」
『
…
…
緬
彼
行
人
緬
は
る
る
か
な
彼
の
行
人
お
も
鮮
克
弗
留
克
く
留
ま
ら
ざ
る
こ
と
鮮
し
よ
す
く
な
尚
哉
君
子
尚
き
か
な
君
子
た
か
于
異
他
仇
于
に
他
の
仇
に
異
な
る
べ
し
こ
こ
た
ぐ
ひ
人
誰
不
勤
人
は
誰
か
勤
め
ざ
ら
ん
無
厚
我
憂
我
が
憂
ひ
を
厚
く
す
る
こ
と
無
か
れ
惟
詩
作
贈
惟
れ
詩
作
り
贈
り
こ
敢
詠
在
舟
敢
て
在
舟
を
詠
め
り
こ
の
詩
は
荊
州
か
ら
益
州
に
使
者
と
し
て
出
発
す
る
文
穎
を
見
送
っ
た
時
の
作
で
あ
り
、
右
に
引
用
し
た
結
び
の
部
分
で
は
、
益
州
に
使
い
し
た
者
の
多
く
が
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
文
穎
は
優
れ
た
人
物
な
の
で
彼
ら
と
異
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
国
の
為
に
勤
め
を
果
た
し
て
、
私
の
憂
い
を
深
く
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
困
難
な
使
命
を
帯
び
た
文
穎
を
励
ま
し
、
、
、
た
後
に
結
び
の
二
句
で
は
こ
こ
に
詩
を
作
っ
て
贈
っ
た
の
は
「
在
舟
」
の
思
い
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
。
「
在
舟
」
と
は
李
善
注
に
拠
れ
ば
『
鄧
析
子
』
無
厚
の
「
同
舟
、
渡
海
、
中
流
遇
風
、
救
患
若
一
、
所
憂
同
也
（
同
舟
し
て
舟
を
。」
渡
る
に
、
中
流
に
し
て
風
に
遇
ひ
、
患
を
救
ふ
こ
と
一
の
若
く
、
憂
ふ
る
所
同
じ
き
な
り
）
に
基
づ
き
、
相
手
と
憂
患
を
と
も
に
し
。
よ
う
と
す
る
志
を
言
う
。
こ
の
よ
う
に
荊
州
期
の
王
粲
の
送
別
詩
に
は
、
送
別
の
時
に
制
作
し
た
自
作
の
詩
を
相
手
に
贈
る
と
い
う
行
為
を
詩
の
中
に
読
み
込
む
例
が
見
え
る
。
こ
の
他
に
も
邯
鄲
淳
「
答
贈
詩
（
芸
文
類
」
『
聚
』
巻
三
一
）
に
は
「
餞
我
路
隅
、
贈
我
嘉
辞
。
既
受
徳
音
、
敢
不
答
之
（
我
を
路
隅
に
餞
し
、
我
に
嘉
辞
を
贈
る
。
既
に
徳
音
。」
を
受
け
、
敢
て
之
に
答
へ
ざ
ら
ん
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
送
別
の
場
。
で
相
手
か
ら
「
嘉
辞
」
を
贈
ら
れ
、
そ
の
「
徳
音
」
に
報
い
る
た
め
に
詩
を
お
返
し
し
よ
う
と
言
う
。
［
９
］
こ
の
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
自
作
の
詩
を
贈
る
行
為
を
、
詩
の
中
に
読
み
込
む
こ
と
は
西
晋
の
詩
に
も
引
き
つ
づ
き
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
西
晋
の
送
別
詩
で
は
、
古
言
や
教
訓
を
詩
中
に
引
用
し
て
、
そ
れ
を
送
別
の
言
葉
と
し
て
贈
る
例
も
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
潘
尼
「
贈
隴
西
太
守
張
仲
治
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
」
『
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三
一
）
は
「
及
子
仍
同
僚
、
贈
言
貽
爾
躬
。
威
刑
有
時
用
、
唯
徳
可
念
終
子
と
僚
を
同
じ
く
す
る
に
仍
り
て
言
を
贈
り
て
爾
。」（
、
つ
か
さ
よ
な
ん
ぢ
が
躬
に
貽
る
。
威
刑
は
時
に
用
ふ
る
に
有
り
、
唯
だ
徳
も
て
終
ふ
み
お
く
る
を
念
ふ
べ
し
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
隴
西
太
守
と
し
て
赴
任
。
す
る
人
物
に
対
し
て
、
厳
し
い
刑
罰
は
必
要
に
応
じ
て
用
い
、
徳
を
以
っ
て
民
を
治
め
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
言
葉
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
石
崇
「
答
棗
腆
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
三
一
）
に
は
「
言
」
『
念
将
別
、
睹
物
傷
情
。
贈
爾
話
言
、
要
在
遺
名
。
惟
此
遺
名
、
可
以
全
生
（
言
に
将
に
別
れ
ん
と
す
る
を
念
ひ
、
物
を
睹
て
は
情
。」
こ
こ
み
を
傷
ま
し
む
。
爾
に
話
言
を
贈
ら
ん
、
要
は
名
を
遺
す
に
在
り
。
な
ん
じ
の
こ
此
の
名
を
遺
す
を
惟
ひ
て
、
以
て
生
を
全
う
す
べ
し
）
と
あ
る
。
。
お
も
「
話
言
」
は
『
毛
詩
』
大
雅
「
抑
」
に
基
づ
く
語
で
、
古
の
善
言
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
「
名
を
残
す
こ
と
」
が
善
言
と
し
て
引
［
］10
か
れ
、
送
別
に
贈
る
言
葉
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
。
次
の
陸
機
「
贈
馮
文
羆
詩
」
も
送
別
の
時
に
言
葉
を
贈
る
例
の
一
つ
だ
が
、
こ
こ
で
は
財
物
や
礼
物
を
贈
る
こ
と
と
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
が
対
比
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
陸
機
「
贈
馮
文
羆
詩
（
文
選
』
巻
二
四
）
」
『
…
…
分
索
古
所
悲
分
索
は
古
の
悲
し
む
所
志
士
多
苦
心
志
士
は
心
を
苦
し
む
こ
と
多
し
悲
情
臨
川
結
悲
情
は
川
に
臨
み
て
結
ぼ
れ
苦
言
随
風
吟
苦
言
は
風
に
随
ひ
て
吟
ず
愧
無
雑
佩
贈
愧
づ
ら
く
は
雑
佩
の
贈
無
く
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
良
訊
代
兼
金
良
訊
も
て
兼
金
に
代
へ
ん
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
夫
子
茂
遠
猷
夫
子
遠
猷
を
茂
く
し
よ
款
誠
寄
恵
音
款
誠
も
て
恵
音
を
寄
せ
よ
「
雑
佩
贈
」
は
『
毛
詩
』
鄭
風
「
女
曰
鶏
鳴
」
の
「
知
子
之
来
、
之
、
雑
佩
以
贈
之
（
子
の
之
を
来
す
を
知
ら
ば
、
雑
佩
以
て
之
。」
き
た
に
贈
ら
ん
）
を
踏
ま
え
る
語
で
あ
り
「
雑
佩
」
は
様
々
な
種
類
。
、
の
佩
玉
を
指
し
、
そ
れ
は
旅
立
つ
者
に
対
す
る
厚
意
を
表
す
贈
り
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
佩
玉
を
自
分
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
高
価
な
金
の
代
わ
り
に
良
き
言
葉
を
も
っ
て
は
な
む
け
と
し
ま
し
ょ
う
と
言
う
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
『
荀
子
』
や
『
史
記
』
に
お
い
て
、
晏
子
や
老
子
が
自
ら
謙
遜
し
て
、
貧
し
い
が
故
に
財
物
が
な
い
の
で
、
仮
に
君
子
や
仁
人
の
よ
う
に
言
葉
を
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
贈
り
ま
し
ょ
う
と
言
っ
た
、
そ
の
発
想
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
陸
機
の
詩
は
、
馮
文
羆
が
旅
立
つ
時
に
陸
機
が
贈
っ
た
送
別
の
詩
に
対
し
て
、
馮
文
羆
か
ら
の
応
答
の
詩
が
あ
り
、
そ
の
返
し
の
詩
に
対
し
て
更
に
陸
機
が
答
え
た
詩
で
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
送
別
の
後
に
二
人
が
既
に
遠
く
離
れ
て
い
る
時
の
作
だ
が
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
表
現
は
送
別
の
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
詩
に
も
見
え
る
。
、
「
」（『
』
）
例
え
ば
潘
尼
送
盧
弋
陽
景
宣
詩
芸
文
類
聚
巻
二
九
に
は
「
愧
無
紵
衣
献
、
貽
言
取
諸
懐
（
愧
づ
ら
く
は
紵
衣
の
献
。」
は
け
ん
無
く
、
言
を
貽
り
て
諸
懐
を
取
ら
ん
、
陸
雲
「
贈
汲
郡
太
守
八
。）
お
く
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章
（
古
詩
紀
』
巻
二
六
）
に
は
「
之
子
之
遠
、
悠
悠
我
思
。
雖
」
『
無
贈
之
、
歌
以
言
志
（
之
の
子
の
遠
ざ
か
り
、
悠
悠
た
り
我
。」
と
ほ
が
思
。
之
に
贈
る
無
き
と
雖
も
、
歌
ひ
て
以
て
志
を
言
ふ
）
と
。
お
も
ひ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
に
贈
る
べ
き
物
が
な
く
、
次
善
の
贈
り
も
の
と
し
て
言
葉
や
詩
歌
を
贈
る
と
言
う
表
現
は
、
送
別
詩
を
含
む
贈
答
詩
の
常
套
表
現
と
し
て
、
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
贈
答
の
言
葉
を
千
金
や
宝
玉
な
ど
の
財
物
。
、
よ
り
も
価
値
を
高
く
見
積
も
ろ
う
と
す
る
例
も
見
え
る
例
え
ば
次
の
東
晋
・
孫
綽
の
詩
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
結
び
の
八
句
の
み
を
引
用
す
る
。
孫
綽
「
与
庾
冰
詩
十
三
章
」
其
十
三
（
文
館
詞
林
』
巻
一
五
七
）
『
…
…
古
人
重
離
古
人
は
離
る
る
を
重
ん
じ
必
有
贈
遷
必
ず
贈
遷
す
る
こ
と
有
り
千
金
之
遺
千
金
の
遺おくり
も
の
孰
与
片
言
片
言
に
孰
与
ぞ
い
づ
れ
励
矣
庾
生
励
め
よ
庾
生
は
げ
勉
蹤
前
賢
勉
め
て
前
賢
に
蹤
へ
し
た
が
何
以
将
行
何
を
以
て
将
た
行
は
ん
は
取
諸
斯
篇
諸
を
斯
の
篇
に
取
れ
こ
れ
こ
先
に
陸
機
は
「
愧
無
雑
佩
贈
、
良
訊
代
兼
金
」
と
「
雑
佩
贈
」
が
無
い
こ
と
を
恥
じ
「
兼
金
」
の
代
わ
り
に
良
き
言
葉
を
贈
る
と
、
語
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
一
種
の
ポ
ー
ズ
で
あ
り
、
ま
た
謙
辞
で
も
あ
ろ
う
が
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
は
次
善
の
贈
り
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
そ
の
表
現
に
は
う
か
が
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孫
綽
は
古
来
離
別
は
人
の
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
ず
送
別
の
贈
り
も
の
を
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
上
で
「
千
金
之
遺
」
と
「
片
言
」
を
並
べ
て
両
者
の
優
劣
を
問
う
て
い
る
。
更
に
劉
宋
・
傅
亮
の
「
奉
迎
大
駕
道
路
賦
詩
（
宋
書
』
傅
亮
」
『
伝
）
に
は
「
夙
櫂
発
皇
邑
、
有
人
祖
我
舟
。
餞
離
不
以
幣
、
贈
言
。」（
、
。
重
琳
球
夙
櫂
皇
邑
を
発
し
人
の
我
が
舟
を
祖
す
る
有
り
離
る
る
を
餞
す
る
に
幣
を
以
て
せ
ず
、
言
を
贈
る
は
琳
球
よ
り
重
し
）
と
あ
り
、
離
れ
ゆ
く
者
を
見
送
る
時
に
車
馬
や
玉
帛
の
よ
う
。
な
幣
物
で
は
な
く
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
は
琳
球
の
よ
う
な
美
玉
を
贈
る
よ
り
も
重
い
こ
と
だ
と
言
う
こ
れ
は
荀
子
非
相
に
故
。
、『
』
「
贈
人
以
言
、
重
於
金
石
珠
玉
（
故
に
人
に
贈
る
に
言
を
以
て
す
。」
る
は
、
金
石
珠
玉
よ
り
も
重
し
）
と
あ
り
、
表
現
と
し
て
は
古
く
。
よ
り
見
え
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
『
荀
子
』
で
は
君
子
が
言
葉
、
を
人
に
与
え
る
と
き
の
こ
と
を
言
う
の
に
対
し
て
、
傅
亮
は
送
別
の
時
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
言
葉
が
幣
物
や
美
玉
よ
り
も
重
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
西
晋
の
詩
に
お
い
て
は
、
潘
尼
の
詩
に
送
別
の
贈
り
も
の
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
例
が
み
え
る
。
潘
尼
「
送
大
将
軍
掾
盧
晏
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
三
一
）
」
『
贈
物
雖
陋
薄
物
を
贈
る
は
陋
薄
な
り
と
雖
も
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識
意
在
忘
言
意
を
識
る
は
言
を
忘
る
る
に
在
り
し
瓊
琚
尚
交
好
瓊
琚
は
交
好
を
尚
び
桃
李
貴
往
還
桃
李
は
往
還
を
貴
ぶ
蕭
艾
苟
見
納
蕭
艾
苟
も
納
め
ら
る
れ
ば
い
や
し
く
お
さ
貽
我
以
芳
蘭
我
に
貽
る
に
芳
蘭
を
以
て
せ
ん
お
く
こ
の
詩
は
『
芸
文
類
聚
』
巻
三
一
に
こ
の
八
句
の
み
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
本
来
は
も
う
少
し
長
編
の
詩
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
で
は
「
物
を
贈
る
」
こ
と
は
「
陋
薄
」
で
あ
る
と
言
い
、
次
の
「
識
意
在
忘
言
」
は
、
彼
の
『
荘
子
』
外
物
の
言
葉
に
基
づ
き
、
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
道
具
と
し
て
の
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
「
物
」
が
何
を
指
す
の
か
が
問
題
な
の
だ
が
、
続
く
二
『
』
「
」
、「
」
「
」
句
が
毛
詩
衛
風
木
瓜
を
踏
ま
え
て
瓊
琚
や
桃
李
を
相
手
に
贈
る
こ
と
を
交
友
や
交
際
を
貴
ぶ
行
為
で
あ
る
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
、
贈
ら
れ
る
「
物
」
と
は
第
一
義
に
は
「
瓊
琚
」
や
「
桃
李
」
の
よ
う
な
贈
答
の
物
品
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
忘
言
」
と
あ
り
、
ま
た
自
ら
の
詩
（
蕭
艾
）
を
送
別
の
贈
り
「
」
物
と
し
て
相
手
に
贈
っ
て
い
る
の
で
「
物
」
に
は
言
葉
や
詩
も
含
、
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
潘
尼
が
「
物
」
を
贈
る
こ
と
の
意
味
を
問
う
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
目
的
は
「
意
」
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
財
」
で
あ
ろ
う
が
「
言
」
、
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
「
詩
」
で
あ
ろ
う
が
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
物
」
に
執
着
し
な
い
発
想
は
『
文
選
』
に
、
も
収
録
さ
れ
る
「
贈
陸
機
出
為
呉
王
郎
中
令
」
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
潘
尼
「
贈
陸
機
出
為
呉
王
郎
中
令
（
文
選
』
巻
二
四
）
」
『
…
…
昔
予
忝
私
昔
予
私
を
忝
く
し
め
ぐ
み
か
た
じ
け
な
貽
我
蕙
蘭
我
に
蕙
蘭
を
貽
れ
り
お
く
今
子
徂
東
今
子
は
東
に
徂
か
ん
と
す
ゆ
何
以
贈
旃
何
を
以
て
旃
に
贈
ら
ん
こ
れ
寸
晷
惟
宝
寸
晷
は
惟
れ
宝
な
り
す
ん
き
豈
無
璵
璠
豈
璵
と
璠
と
無
か
ら
ん
や
あ
に
彼
美
陸
生
彼
の
美
な
る
陸
生
可
与
晤
言
与
に
晤
言
す
可
し
と
も
こ
の
詩
は
陸
機
が
呉
王
の
郎
中
令
と
し
て
赴
任
す
る
と
き
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、
右
の
引
用
は
そ
の
結
び
の
部
分
で
あ
る
。
か
つ
て
陸
機
か
ら
詩
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
彼
の
旅
立
ち
に
何
を
贈
り
も
の
と
し
よ
う
か
と
問
う
も
の
で
、
送
別
詩
の
結
び
の
定
型
を
踏
ま
え
る
。
こ
こ
で
ま
ず
潘
尼
は
か
つ
て
陸
機
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
を
「
蕙
」
と
「
蘭
」
に
譬
え
る
。
相
手
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
を
香
草
に
譬
え
る
こ
と
は
先
の
「
送
大
将
軍
掾
盧
晏
詩
」
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は
自
分
の
詩
を
「
蕭
艾
」
に
、
相
手
か
ら
の
応
答
の
詩
を
「
芳
蘭
」
に
譬
え
て
い
た
。
次
に
潘
尼
は
東
の
呉
に
赴
任
す
る
陸
機
の
送
別
に
一
体
何
を
贈
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り
も
の
と
し
よ
う
か
と
問
い
「
璵
」
や
「
璠
」
の
よ
う
な
美
玉
が
、
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
「
寸
晷
」
す
な
わ
ち
時
間
を
宝
と
、
し
て
贈
ろ
う
と
言
う
。
李
善
注
に
拠
れ
ば
、
こ
れ
は
『
淮
南
子
』
原
道
訓
の
「
故
聖
人
不
貴
尺
之
璧
、
而
重
寸
之
陰
、
時
難
得
而
易
失
也
（
故
に
聖
人
は
尺
の
璧
を
貴
ば
ず
、
寸
の
陰
を
重
ん
ず
、
。」
時
は
得
難
く
し
て
失
ひ
易
き
な
り
）
に
基
づ
く
言
葉
で
あ
る
。
故
。
に
こ
こ
で
潘
尼
は
『
淮
南
子
』
を
基
に
「
寸
晷
惟
宝
」
と
い
う
言
葉
を
陸
機
に
贈
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
た
だ
、
当
時
の
贈
答
詩
で
は
古
言
や
教
訓
な
ど
の
言
葉
を
贈
る
場
合
は
「
贈
言
○
○
「
贈
○
話
言
」
と
い
う
句
の
後
に
贈
る
言
葉
」
を
続
き
「
何
以
贈
○
」
の
句
の
後
に
は
贈
り
も
の
が
来
る
の
が
常
、
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
表
現
と
し
て
は
「
時
間
」
を
宝
と
し
て
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
ま
し
ょ
う
と
言
い
意
味
と
し
て
は
時
、
「
間
は
大
切
な
も
の
だ
」
と
い
う
言
葉
を
贈
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
寸
晷
惟
宝
」
が
贈
る
言
葉
な
の
か
、
或
い
は
贈
り
も
の
な
の
か
、
い
ず
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
璵
璠
」
に
劣
ら
な
い
宝
な
の
だ
と
す
る
点
も
注
目
に
値
す
る
「
璵
璠
」
は
『
春
。
秋
』
定
公
五
年
の
左
氏
伝
「
陽
虎
将
以
璵
璠
」
の
杜
預
注
に
「
璵
、
。
。」（
、
。
。）
璠
美
玉
君
所
佩
璵
璠
は
美
玉
な
り
君
の
佩
ぶ
る
所
と
あ
る
よ
う
に
君
主
の
佩
玉
に
用
い
ら
れ
る
美
玉
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
西
晋
の
贈
答
の
詩
に
は
、
佩
玉
の
よ
う
な
高
価
な
礼
物
を
贈
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
次
善
の
贈
り
も
の
と
し
て
言
葉
や
詩
歌
が
贈
ら
れ
る
と
い
う
常
套
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
潘
尼
は
璵
璠
の
よ
う
な
佩
玉
が
自
［
］11
分
に
は
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
璵
璠
よ
り
も
時
間
を
宝
と
し
て
、
或
い
は
時
間
は
宝
で
あ
る
と
い
う
言
葉
を
贈
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
先
の
孫
綽
や
傅
亮
へ
と
連
な
る
高
価
な
礼
物
や
財
物
よ
り
も
、
言
葉
の
価
値
を
高
く
見
積
も
ろ
う
と
す
る
発
想
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
西
晋
か
ら
劉
宋
に
か
け
て
の
送
別
詩
で
は
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
言
葉
や
詩
歌
を
贈
る
こ
と
が
常
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
西
晋
に
は
建
前
と
し
て
、
財
物
や
礼
物
を
贈
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
言
葉
や
詩
歌
を
贈
る
こ
と
を
次
善
の
こ
と
と
す
る
こ
と
を
常
套
表
現
と
し
て
用
い
る
傾
向
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
西
晋
か
ら
劉
宋
に
か
け
て
、
物
よ
り
も
言
葉
の
価
値
を
高
く
見
積
も
る
意
識
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
古
く
よ
り
用
い
ら
れ
て
き
た
「
財
」
と
「
言
」
以
外
の
も
の
が
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
詩
歌
の
世
界
に
は
現
れ
て
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
三
、
斉
梁
の
送
別
詩
と
贈
答
松
原
朗
氏
は
斉
梁
期
に
は
離
別
詩
の
作
品
は
目
に
見
え
て
増
大
す
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
斉
梁
期
の
送
別
詩
に
お
い
て
、
［
］12
送
別
の
贈
り
も
の
に
つ
い
て
言
及
す
る
作
品
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
そ
れ
以
前
の
送
別
詩
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
言
葉
や
詩
歌
を
送
別
の
贈
り
も
の
と
す
る
例
は
、
斉
梁
期
以
降
に
も
引
き
つ
づ
き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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謝
朓
「
奉
和
随
王
殿
下
詩
十
六
首
」
其
十
四
（
謝
宣
城
詩
集
』
巻
五
）
『
分
悲
玉
瑟
断
分
れ
の
悲
し
さ
に
玉
瑟
断
へ
わ
か
別
緒
金
樽
傾
別
れ
の
緒
に
金
樽
傾
く
お
も
ひ
風
入
芳
帷
散
風
の
入
り
て
芳
し
き
帷
は
散
じ
缸
華
蘭
殿
明
缸
華
は
蘭
殿
に
明
ら
か
な
り
想
折
中
園
草
中
園
の
草
を
折
り
て
共
知
千
里
情
共
に
千
里
の
情
を
知
ら
ん
と
想
ふ
行
雲
故
郷
色
行
雲
故
郷
の
色
贈
子
一
離
声
子
に
贈
る
一
た
び
離
る
る
の
声
わ
か
こ
の
詩
は
謝
朓
が
荊
州
の
随
王
の
下
を
離
れ
て
都
に
帰
る
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
前
半
は
別
離
の
悲
し
み
と
送
別
の
宴
の
様
が
描
か
れ
、
後
半
は
送
別
の
宴
で
別
れ
た
後
の
千
里
離
れ
た
思
い
を
知
ろ
う
と
共
に
園
中
の
草
を
折
り
つ
つ
別
れ
を
惜
し
み
、
望
郷
の
思
い
に
引
か
れ
て
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
結
び
の
句
に
「
贈
子
一
離
声
」
と
あ
る
。
こ
の
「
離
声
」
は
別
れ
の
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
い
ま
別
れ
に
当
た
っ
て
随
王
に
贈
ろ
う
と
す
る
自
分
の
詩
歌
そ
の
も
の
を
も
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
次
の
呉
均
の
詩
は
川
辺
で
親
し
い
友
人
と
別
れ
る
時
に
、
送
別
の
言
葉
と
し
て
「
好
音
」
を
贈
ろ
う
と
言
う
。
呉
均
「
発
湘
州
贈
親
故
別
詩
三
首
」
其
一
（
文
苑
英
華
』
巻
二
八
六
）
『
相
送
出
江
潯
相
送
り
て
江
潯
を
出
で
涙
下
霑
衣
襟
涙
下
り
て
衣
襟
を
霑
す
う
る
ほ
何
用
叙
離
別
何
を
用
て
離
別
を
叙
べ
ん
臨
岐
贈
好
音
岐
に
臨
み
て
好
音
を
贈
ら
ん
敬
通
才
如
此
敬
通
才
は
此
の
如
く
か
く
君
山
学
復
深
君
山
学
は
復
た
深
し
明
哲
遂
無
賞
明
哲
遂
に
賞
さ
る
る
無
く
文
華
空
見
沈
文
華
空
し
く
沈
め
ら
る
古
来
非
一
日
古
来
一
日
に
非
ず
無
事
更
労
心
更
に
心
を
労
す
る
を
事
と
す
る
無
か
れ
「
好
音
」
は
、
先
に
引
い
た
『
毛
詩
』
檜
風
「
匪
風
」
に
旅
立
つ
者
に
贈
る
良
き
言
葉
と
し
て
見
え
、
ま
た
潘
岳
「
為
賈
謐
作
贈
陸
機
（
文
選
』
巻
二
四
）
に
「
発
言
為
詩
、
俟
望
好
音
（
言
」
『
。」
に
発
し
て
詩
を
為
り
、
好
音
を
俟
ち
望
む
）
と
あ
り
、
相
手
か
ら
。
つ
く
ま
の
応
答
の
詩
を
美
化
し
て
「
好
音
」
と
す
る
先
例
が
見
え
る
。
こ
こ
で
呉
均
は
、
第
五
句
以
降
に
述
べ
る
「
親
故
」
に
贈
る
送
別
の
言
葉
を
「
好
音
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
呉
均
の
詩
は
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
萱
草
忘
、
（
れ
な
草
）
を
贈
る
と
い
う
珍
し
い
例
で
あ
る
。
呉
均
「
酬
別
江
主
簿
屯
騎
（
文
苑
英
華
』
巻
二
六
六
）
」
『
有
客
告
将
離
客
の
将
に
離
れ
ん
と
す
る
を
告
ぐ
る
有
り
贈
言
重
蘭
蕙
言
を
贈
る
は
蘭
蕙
よ
り
重
し
泛
舟
当
泛
済
舟
を
泛
ぶ
は
当
に
済
に
泛
ぶ
べ
し
う
か
結
交
当
結
桂
交
を
結
ぶ
は
当
に
桂
を
結
ぶ
べ
し
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済
水
有
清
源
済
水
に
は
清
源
有
り
桂
樹
多
芳
根
桂
樹
に
は
芳
根
有
り
毛
公
与
朱
亥
毛
公
と
朱
亥
と
倶
在
信
陵
門
倶
に
信
陵
の
門
に
在
り
趙
瑟
鳳
凰
柱
趙
瑟
に
は
鳳
凰
の
柱
呉
醥
金
罍
樽
呉
醥
に
は
金
罍
の
樽
我
有
北
山
志
我
に
北
山
の
志
有
る
も
留
連
為
報
恩
留
連
し
て
為
に
恩
に
報
ゆ
夫
君
皆
逸
翮
夫
君
は
皆
逸
翮
に
し
て
摶
景
復
凌
騫
景
を
摶
ち
て
復
た
凌
騫
せ
ん
ひ
う
白
雲
間
海
樹
白
雲
海
樹
を
間
て
へ
だ
秋
日
暗
平
原
秋
日
平
原
に
暗
し
寒
虫
鳴
趯
趯
寒
虫
鳴
き
て
趯
趯
た
り
て
き
て
き
落
葉
飛
翻
翻
落
葉
飛
び
て
翻
翻
た
り
何
用
贈
分
首
何
を
用
て
分
首
に
贈
ら
ん
自
有
北
堂
萱
自
か
ら
北
堂
の
萱
有
り
お
の
づ
、
こ
の
詩
は
呉
均
が
江
蒨
と
の
離
別
に
際
し
て
作
っ
た
詩
で
あ
り
、
、
こ
れ
ま
で
交
友
を
結
び
と
も
に
君
主
に
仕
え
て
き
た
け
れ
ど
も
自
分
は
隠
棲
の
志
が
あ
り
、
江
蒨
ら
は
こ
れ
か
ら
高
く
飛
び
立
ち
栄
達
の
道
を
進
ん
で
ゆ
き
、
離
れ
ば
な
れ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
別
離
の
後
の
寂
寥
を
示
す
よ
う
な
秋
の
景
物
を
詠
ん
だ
後
、
結
び
の
句
で
は
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
「
北
堂
萱
」
が
贈
ら
れ
て
い
る
。「
」
、『
』
「
」
「
、
こ
の
北
堂
萱
は
毛
詩
衛
風
伯
兮
の
焉
得
諼
草
言
樹
之
背
願
言
思
伯
使
我
心
痗
焉
ん
ぞ
諼
草
を
得
て
言
。
、
。」（
、
い
づ
く
こ
こ
に
之
を
背
に
樹
ゑ
ん
願
ひ
て
言
に
伯
を
思
ひ
我
が
心
を
し
て
痗
。
、
う
お
も
や
ま
し
む
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
先
の
潘
尼
の
「
贈
陸
機
出
。
為
呉
王
郎
中
令
」
と
同
じ
よ
う
に
、
表
現
と
し
て
は
「
北
堂
萱
」
を
贈
る
と
言
い
つ
つ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
『
毛
詩
』
衛
風
「
伯
兮
」
を
踏
ま
え
た
言
葉
、
す
な
わ
ち
別
れ
た
後
に
相
手
を
思
っ
て
互
い
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
彼
の
北
堂
の
萱
（
忘
れ
草
）
を
贈
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
故
に
こ
れ
も
ま
た
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
込
め
た
言
葉
を
贈
っ
た
例
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
呉
均
の
詩
も
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
言
葉
や
詩
歌
を
贈
る
例
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
詩
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
詩
の
冒
頭
に
「
贈
言
重
蘭
蕙
」
と
、
送
別
に
言
葉
を
贈
る
こ
と
と
「
蘭
蕙
」
と
を
比
べ
て
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
が
勝
る
と
始
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
劉
宋
・
傅
亮
の
「
奉
迎
大
駕
道
路
賦
詩
」
に
は
「
餞
離
不
以
幣
、
贈
言
重
琳
球
」
と
あ
り
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
は
「
琳
球
」
の
よ
う
な
佩
玉
を
贈
る
こ
と
よ
り
重
い
と
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
を
贈
る
こ
と
は
、
金
玉
や
佩
玉
の
よ
う
な
財
物
や
礼
物
を
贈
る
よ
り
も
重
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
呉
均
は
「
蘭
蕙
」
を
比
較
の
対
象
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
蘭
蕙
」
に
つ
い
て
林
家
驪
『
呉
均
集
校
注
（
浙
江
古
籍
』
出
版
社
・
二
〇
〇
五
）
は
蘭
と
蕙
は
い
ず
れ
も
香
草
で
あ
り
、
こ
こ
は
贈
る
言
葉
の
美
し
さ
を
た
と
え
た
も
の
だ
と
言
う
。
先
に
引
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用
し
た
潘
尼
「
贈
陸
機
出
為
呉
王
郎
中
令
」
で
も
陸
機
か
ら
か
つ
て
贈
ら
れ
た
詩
を
「
蕙
蘭
」
と
言
い
、
そ
の
詩
を
美
化
し
た
表
現
と
し
て
見
え
た
。
し
か
し
、
傅
亮
の
例
か
ら
考
え
て
も
、
こ
こ
で
「
蘭
蕙
」
は
金
玉
や
佩
玉
の
よ
う
な
贈
り
も
の
の
例
と
し
て
、
言
葉
と
対
比
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
言
葉
（
言
）
と
詩
（
蘭
蕙
）
と
を
対
比
し
て
「
」
「
」
そ
の
優
劣
を
問
う
の
も
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
呉
均
の
詩
の
「
蘭
蕙
」
は
、
香
草
の
「
蘭
蕙
」
を
指
し
、
そ
れ
を
折
り
と
っ
て
愛
す
る
人
に
贈
る
も
の
と
し
て
、
言
葉
と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
蘭
蕙
」
を
折
り
と
っ
て
愛
す
る
人
に
贈
る
と
い
う
例
は
、
古
「
」、
「
」
。
詩
や
張
華
情
詩
傅
玄
擬
四
愁
詩
な
ど
に
用
例
が
見
え
る
こ
こ
で
は
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
る
張
華
「
情
詩
二
首
」
其
二
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
張
華
「
情
詩
二
首
」
其
二
（
文
選
』
巻
二
九
）
『
遊
目
四
野
外
目
を
四
野
の
外
に
遊
ば
し
め
逍
遥
独
延
佇
逍
遥
し
て
独
り
延
佇
す
蘭
蕙
縁
清
渠
蘭
蕙
清
渠
に
縁
り
、
、
、
、
よ
繁
華
蔭
緑
渚
繁
華
緑
渚
を
蔭
ふ
お
ほ
佳
人
不
在
茲
佳
人
茲
に
在
ら
ず
こ
こ
取
此
欲
誰
与
此
を
取
り
て
誰
に
か
与
へ
ん
と
欲
す
あ
た
巣
居
知
風
寒
巣
居
は
風
寒
を
知
り
穴
処
識
陰
雨
穴
処
は
陰
雨
を
識
る
不
曾
遠
別
離
曾
て
遠
く
別
離
せ
ず
ん
ば
安
知
慕
儔
侶
安
ん
ぞ
儔
侶
を
慕
ふ
を
知
ら
ん
や
い
づ
く
こ
の
よ
う
に
香
草
や
花
木
を
折
り
と
っ
て
遠
く
の
人
に
贈
り
た
い
と
い
う
発
想
は
『
楚
辞
』
に
そ
の
源
を
発
し
、
古
楽
府
や
古
詩
。『
』
「
」
へ
と
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
と
さ
れ
る
楚
辞
九
歌
大
司
命
［
］13
に
は
「
折
疏
麻
兮
瑶
華
、
将
以
遺
兮
離
居
。
老
冉
冉
兮
既
極
、
不
寖
近
兮
愈
疏
。
乗
龍
兮
轔
轔
、
高
駝
兮
沖
天
。
結
桂
枝
兮
延
佇
、
羌
愈
思
兮
愁
人
疏
麻
の
瑶
華
を
折
り
て
将
に
以
て
離
居
に
遺
。」（
、
お
く
ら
ん
と
す
。
老
冉
冉
と
し
て
既
に
極
ま
る
に
、
寖
く
近
づ
か
ず
し
や
う
や
。
、
。
て
愈
疏
た
り
龍
に
乗
り
て
轔
轔
と
高
く
駝
せ
て
天
に
沖
す
い
よ
い
よ
は
桂
枝
を
結
ん
で
延
佇
し
、
羌
愈
思
ひ
て
人
を
し
て
愁
へ
し
む
）。
あ
あ
と
あ
り
、
神
麻
の
花
や
桂
の
枝
を
折
り
と
っ
て
遠
く
離
れ
た
人
に
贈
ら
ん
と
す
る
「
折
物
寄
遠
」
の
モ
チ
ー
フ
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
折
物
寄
遠
」
を
友
人
と
の
別
離
に
用
い
た
早
い
時
期
の
詩
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
曹
植
「
離
友
詩
」
で
あ
る
。曹
植
「
離
友
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
二
九
）
」
『
涼
風
粛
兮
白
露
滋
涼
風
粛
と
し
て
白
露
滋
し
し
げ
木
感
気
兮
条
葉
辞
木
は
気
に
感
じ
て
条
葉
辞
すじ
臨
淥
水
兮
登
重
基
淥
水
に
臨
ん
で
重
基
に
登
り
折
秋
華
兮
采
霊
芝
秋
華
を
折
り
て
霊
芝
を
采
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
尋
永
帰
兮
贈
所
思
永
く
帰
る
を
尋
め
て
思
ふ
所
に
贈
る
も
と
ひ
と
感
離
隔
兮
会
無
期
離
隔
に
感
ず
る
も
会
ふ
に
期
無
く
と
き
伊
鬱
悒
兮
情
不
怡
伊
に
鬱
悒
と
し
て
情
は
怡
ば
ず
こ
こ
よ
ろ
こ
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冒
頭
二
句
は
秋
の
景
物
を
詠
み
、
続
く
二
句
で
清
ら
か
な
川
に
臨
む
高
山
に
登
り
、
秋
華
を
折
り
と
り
霊
芝
を
摘
み
と
っ
て
、
遠
く
去
る
人
を
尋
ね
も
と
め
て
贈
ろ
う
と
す
る
。
も
し
こ
の
秋
華
や
霊
芝
を
折
り
と
っ
て
相
手
に
贈
る
行
為
が
送
別
の
場
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
草
木
を
送
別
の
贈
り
も
の
と
す
る
早
期
の
例
と
な
る
の
だ
が
「
永
帰
」
と
言
い
、
ま
た
次
句
に
「
感
離
隔
兮
会
無
、
」
、
、
期
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
こ
の
詩
は
既
に
相
手
と
別
れ
た
後
遠
く
に
い
る
相
手
を
思
う
遠
別
離
の
作
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
［
］14
こ
の
よ
う
に
遠
く
離
れ
た
友
人
を
思
っ
て
草
木
を
折
り
と
っ
て
贈
る
と
い
う
発
想
は
、
時
代
が
下
っ
て
謝
霊
運
「
南
楼
中
望
所
遅
」（『
』
）
「
、
。
客
詩
文
選
巻
三
〇
に
も
瑶
華
未
堪
折
蘭
苕
已
屢
摘
、
。」（
、
路
阻
莫
贈
問
云
何
慰
離
析
瑶
華
未
だ
折
る
に
堪
へ
ざ
れ
ど
た
蘭
苕
已
に
屢
摘
め
り
。
路
阻
り
て
贈
問
す
る
莫
け
れ
ば
、
云
何
し
ば
し
ば
へ
だ
た
い
か
ん
ぞ
離
析
を
慰
め
ん
）
と
見
え
る
。
。
「
」（『
』
）
ま
た
謝
朓
の
郡
内
高
斎
閑
坐
答
呂
法
曹
文
選
巻
二
六
に
は
「
恵
而
能
好
我
、
問
以
瑶
華
音
（
恵
み
て
能
く
我
を
好
。」
い
つ
く
し
よ
み
し
、
問
ふ
に
瑶
華
の
音
を
以
て
す
）
と
あ
り
、
相
手
か
ら
贈
ら
れ
。
た
詩
を
「
瑶
華
音
」
と
表
現
す
る
。
相
手
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
を
香
草
に
譬
え
る
こ
と
は
先
に
引
用
し
た
西
晋
の
詩
に
も
見
え
た
が
、
こ
の
謝
朓
の
例
は
『
楚
辞
』
九
歌
「
大
司
命
」
の
「
瑶
華
」
の
語
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
相
手
の
詩
を
美
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
遠
く
離
れ
た
人
を
思
っ
て
贈
っ
て
く
れ
た
歌
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
と
面
白
い
。
梁
で
は
、
次
の
范
雲
の
「
送
沈
記
室
夜
別
詩
」
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
沈
約
と
別
れ
る
時
に
作
ら
れ
た
送
別
詩
で
あ
り
、
詩
の
前
半
は
送
別
の
場
の
景
物
を
描
き
、
後
半
は
沈
約
と
別
れ
た
後
の
こ
と
を
仮
想
し
、
互
い
に
草
木
を
折
り
と
っ
て
相
手
を
思
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
范
雲
「
送
沈
記
室
夜
別
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
二
九
）
」
『
桂
水
澄
夜
分
桂
水
夜
分
に
澄
み
桂
山
清
曉
雲
桂
山
曉
雲
に
清
し
秋
風
両
郷
怨
秋
風
両
郷
の
怨
秋
月
千
里
分
秋
月
千
里
の
分
寒
芝
寧
共
採
寒
芝
寧
ぞ
共
に
採
ら
ん
な
ん
霜
猨
行
独
聞
霜
猨
行
く
独
り
聞
く
ゆ
く
ゆ
捫
蘿
意
遺
我
蘿
を
捫
り
て
我
に
遺
ら
ん
と
意
は
ば
と
お
く
お
も
折
桂
方
思
君
桂
を
折
り
て
方
に
君
を
思
は
ん
ま
さ
後
半
四
句
は
、
ま
ず
別
れ
た
後
に
は
と
も
に
寒
芝
を
折
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
言
い
、
独
り
悲
哀
を
帯
び
た
猿
の
声
を
聞
く
こ
と
に
な
る
こ
と
を
歎
く
。
そ
し
て
結
び
の
二
句
で
は
、
あ
な
た
が
私
に
「
蘿
」
を
贈
ろ
う
と
思
う
時
に
は
、
私
も
「
桂
」
を
、
、
折
り
と
っ
て
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
慕
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
と
別
後
に
草
木
を
折
り
と
っ
て
、
互
い
に
相
手
を
思
う
姿
を
描
く
。
斉
梁
の
詩
に
は
、
こ
の
范
雲
の
結
び
二
句
の
よ
う
に
、
遠
く
離
別
す
る
友
人
の
こ
と
を
思
っ
て
草
木
を
折
る
、
或
い
は
草
木
を
贈
ろ
う
と
す
る
例
が
他
に
も
見
ら
れ
る
。
贈
答
詩
で
は
、
例
え
ば
呉
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均
「
贈
周
散
騎
興
嗣
詩
三
首
」
其
二
（
文
苑
英
華
』
巻
二
四
七
）
『
に
「
願
持
江
南
蕙
、
以
贈
生
芻
人
（
願
は
く
は
江
南
の
蕙
を
持
。」
、
。）、
「
」
ち
以
て
生
芻
の
人
に
贈
ら
ん
沈
約
贈
劉
南
軍
季
連
六
章
（『
』
）
「
、
。」
其
五
文
館
詞
林
巻
一
五
八
に
結
枝
以
贈
寄
之
飛
鴻
（
、
。）
。
枝
を
結
び
て
以
て
贈
り
之
を
飛
鴻
に
寄
せ
ん
な
ど
と
あ
る
こ
の
他
に
閨
怨
詩
に
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
が
、
詠
物
詩
に
も
香
草
や
花
木
を
贈
り
も
の
と
す
る
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
、
ひ
っ
そ
り
と
茂
る
「
青
苔
」
は
誰
も
贈
り
も
の
と
は
し
な
い
と
か
、
雪
に
被
わ
れ
た
草
木
を
「
瑶
華
」
に
代
え
［
］15
て
「
離
居
」
に
贈
る
と
い
う
よ
う
に
、
遊
戯
的
に
用
い
る
例
［
］16
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
斉
梁
期
に
は
贈
り
も
の
と
し
て
香
草
や
花
木
を
用
い
る
例
は
非
常
に
多
い
の
だ
が
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
香
草
や
花
木
を
詩
中
に
読
み
込
む
例
は
、
先
の
呉
均
の
例
以
外
に
斉
梁
の
詩
に
は
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
陳
の
詩
に
も
い
ま
だ
用
例
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
呉
均
の
「
酬
別
江
主
簿
屯
騎
」
の
よ
う
に
、
言
葉
を
贈
る
こ
と
と
「
蘭
蕙
」
の
よ
う
な
香
草
を
贈
る
こ
と
が
対
比
的
に
用
い
ら
れ
る
例
も
見
ら
れ
、
ま
た
香
草
や
花
木
を
遠
く
の
人
に
贈
る
「
折
物
寄
遠
」
の
モ
チ
ー
フ
が
斉
梁
の
詩
に
は
大
量
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
香
草
や
花
木
を
用
い
る
と
言
う
発
想
が
現
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が
、
南
朝
期
に
は
ま
だ
詩
歌
の
世
界
に
そ
の
例
は
顕
著
に
は
現
れ
て
は
こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
四
、
小
結
本
稿
で
は
三
国
晋
南
朝
期
の
送
別
詩
を
中
心
に
、
彼
ら
が
何
を
贈
り
合
い
、
ま
た
何
を
贈
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
か
を
探
っ
て
き
た
。
送
別
の
贈
り
も
の
は
古
く
か
ら
財
物
や
礼
物
な
ど
の
物
を
贈
る
場
合
と
、
価
値
の
あ
る
良
き
言
葉
を
贈
る
場
合
と
が
あ
り
、
君
子
や
仁
人
は
言
葉
を
、
庶
人
や
富
貴
は
財
物
を
贈
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
言
葉
を
用
い
た
特
殊
な
様
式
と
し
て
の
詩
が
送
別
の
時
に
盛
ん
に
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
後
漢
末
・
三
国
の
頃
で
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
送
別
詩
の
詩
中
に
も
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
詩
を
贈
る
行
為
が
詠
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
晋
期
に
は
詩
中
に
送
別
に
贈
る
言
葉
（
教
訓
や
古
言
）
を
詠
み
込
む
こ
と
も
広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
西
晋
の
詩
に
は
財
物
や
礼
物
な
ど
の
物
を
贈
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
次
善
の
贈
り
も
の
と
し
て
言
葉
を
贈
る
と
す
る
表
現
が
常
套
句
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
一
方
で
、
西
晋
か
ら
劉
宋
に
か
け
て
は
、
言
葉
の
価
値
を
財
物
や
礼
物
よ
り
も
高
く
見
積
も
ろ
う
と
す
る
考
え
も
う
か
が
え
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
送
別
に
贈
る
べ
き
言
葉
と
し
て
、
価
値
を
持
ち
始
め
る
の
か
。
本
稿
が
目
的
と
し
た
送
別
の
贈
り
も
の
か
ら
、
そ
の
詩
人
や
そ
の
詩
人
が
属
す
る
共
同
体
の
価
値
観
を
読
み
と
る
た
め
に
は
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
今
回
は
そ
れ
を
深
く
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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た
だ
こ
こ
で
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
送
別
詩
に
は
、
古
く
伝
統
的
な
価
値
の
あ
る
物
や
言
葉
以
外
の
も
の
を
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
潘
尼
「
贈
陸
機
出
為
呉
王
郎
中
令
」
で
は
「
璵
」
や
、
「
璠
」
の
よ
う
な
美
玉
に
代
わ
る
宝
と
し
て
「
寸
晷
」
す
な
わ
ち
時
間
を
宝
と
し
て
贈
る
と
言
い
、
時
間
と
い
う
抽
象
的
な
事
象
を
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
贈
る
例
の
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
こ
れ
は
前
述
の
ご
と
く
『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
基
づ
く
語
で
あ
り
、
出
典
を
持
つ
価
値
あ
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
呉
均
「
酬
別
江
主
簿
屯
騎
」
の
「
北
堂
萱
」
も
同
じ
で
あ
り
、
一
見
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
種
類
の
送
別
の
贈
り
も
の
か
と
思
え
る
例
に
も
必
ず
出
典
が
あ
り
、
出
典
を
持
っ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、。
む
し
ろ
そ
れ
は
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
価
値
を
持
つ
の
で
あ
る
稿
者
の
調
査
に
遺
漏
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
三
国
晋
南
朝
期
の
詩
に
お
い
て
は
、
古
い
出
典
を
持
つ
言
葉
や
物
が
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
価
値
を
も
ち
、
こ
の
時
期
に
は
そ
の
よ
う
な
背
景
を
持
た
な
い
送
別
の
贈
り
も
の
が
詩
中
に
詠
。
「
」
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
稀
の
よ
う
で
あ
る
そ
れ
は
折
物
寄
遠
［
］17
の
モ
チ
ー
フ
が
、
斉
梁
期
以
前
の
詩
に
は
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
ず
「
折
物
贈
遠
」
に
容
易
に
転
換
し
な
い
こ
と
の
一
、
つ
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
右
の
よ
う
な
問
題
も
含
め
、
更
に
後
代
の
用
例
に
も
視
野
を
広
げ
つ
つ
、
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
物
が
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
引
き
つ
づ
き
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ま
た
西
晋
以
後
の
贈
答
詩
で
は
、
相
手
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
や
自
分
が
贈
る
詩
を
草
木
や
玉
石
に
譬
え
る
例
が
多
く
見
え
た
。
こ
の
相
手
の
詩
や
自
分
の
詩
を
、
何
に
ど
の
よ
う
に
譬
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
追
え
ば
、
そ
こ
に
は
詩
や
歌
に
対
す
る
彼
ら
の
認
識
や
価
値
観
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
注
［
１
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
に
「
別
易
会
難
、
古
人
所
重
。
江
南
餞
送
、
下
］泣言
離
。
有
王
子
侯
、
梁
武
帝
弟
、
出
為
東
郡
、
与
武
帝
別
、
帝
曰
、
我
年
已
老
、
与
汝
分
張
、
甚
心
惻
愴
。
数
行
涙
下
、
侯
遂
密
雲
、
赧
然
。
、
、
、
。
、
而
出
坐
此
被
責
飄
颻
舟
渚
一
百
許
日
卒
不
得
去
北
間
風
俗
不
屑
此
事
、
歧
路
言
離
、
歓
笑
分
首
。
然
人
性
自
有
少
涕
涙
者
、
腸
雖
欲
絶
、
目
猶
爛
然
。
如
此
之
人
、
不
可
強
責
（
別
れ
は
易
く
会
ふ
こ
。」
や
す
と
は
難
き
は
、
古
人
の
重
ん
ず
る
所
な
り
。
江
南
の
餞
送
に
は
、
泣
を
な
み
だ
下
し
て
離
を
言
ふ
。
王
子
侯
有
り
、
梁
武
帝
の
弟
に
し
て
、
出
で
て
東
郡
と
為
り
、
武
帝
と
別
る
る
に
、
帝
曰
は
く
、
我
年
已
に
老
ひ
た
り
、
、
。
、
、
汝
と
分
張
し
甚
だ
心
惻
愴
た
り
と
数
行
涙
下
る
侯
遂
に
密
雲
し
。
、
、
赧
然
と
し
て
出
づ
此
に
坐
し
て
責
め
ら
れ
舟
渚
に
飄
颻
た
る
こ
と
一
百
許
日
、
卒
に
去
る
を
得
ず
。
北
間
の
風
俗
、
此
の
事
を
屑
し
と
い
さ
ぎ
よ
せ
ず
歧
路
に
離
を
言
ふ
は
歓
笑
し
て
分
首
す
然
り
人
の
性
に
は
自
、
、
。
し
か
お
の
づ
か
ら
涕
涙
少
な
き
者
有
り
、
腸
は
絶
え
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
目
は
猶
ほ
爛
然
た
る
が
ご
と
し
。
此
の
如
き
の
人
、
強
ひ
て
責
む
べ
か
ら
ず
）。
か
く
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と
あ
る
。
［
２
］
拙
稿
「
梁
陳
の
折
楊
柳
―
攀
折
の
「
折
楊
柳
」
―
（
中
国
中
世
」
『
文
学
研
究
』
六
〇
号
・
二
〇
一
二
、
同
「
唐
代
の
折
楊
柳
―
「
折
柳
）
寄
遠
」
か
ら
「
折
柳
贈
別
」
へ
―
（
国
語
教
育
研
究
』
五
六
号
・
二
」
『
〇
一
五
。）
［
３
］
本
稿
で
は
、
旅
立
つ
人
を
見
送
る
時
に
作
ら
れ
た
詩
、
ま
た
そ
の
時
を
詠
む
詩
を
「
送
別
詩
」
と
す
る
「
送
別
」
と
同
類
の
語
に
「
離
。
別
」
が
あ
る
が
「
離
別
」
は
人
と
人
と
が
別
れ
て
い
る
状
態
や
関
係
、
を
指
し
「
送
別
」
よ
り
も
や
や
意
味
が
広
い
。
本
稿
で
は
旅
立
ち
の
、
時
に
相
手
に
何
を
贈
り
合
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
の
対
象
と
す
る
た
め
「
送
別
」
の
語
を
用
い
る
。
た
だ
、
当
時
の
詩
に
は
作
詩
の
状
、
況
が
不
明
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た
題
名
か
ら
送
別
の
作
と
判
断
で
き
る
詩
も
、
題
名
と
本
文
の
内
容
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
例
も
あ
る
た
め
、
考
察
に
当
た
っ
て
は
そ
の
点
に
も
留
意
し
た
。
［
４
］
こ
の
他
に
も
鄭
風
「
女
曰
鶏
鳴
」
に
「
知
子
之
来
之
、
雑
佩
以
贈
之
（
子
の
之
を
来
す
を
知
ら
ば
、
雑
佩
以
て
之
に
贈
ら
ん
）
と
あ
。」
。
き
た
り
、
鄭
箋
は
こ
れ
を
帰
国
す
る
他
国
の
賓
客
を
も
て
な
し
、
厚
意
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
と
す
る
。
［
５
『
毛
詩
』
衛
風
「
木
瓜
」
で
は
「
木
瓜
「
木
桃
「
木
李
」
を
贈
］
、
」
」
ら
れ
た
お
返
し
に
「
瓊
琚
「
瓊
瑶
「
瓊
玖
」
を
も
っ
て
報
い
る
こ
と
」
」
を
言
う
。
詩
序
は
こ
れ
は
斉
の
桓
公
が
狄
人
の
攻
撃
を
受
け
た
衛
国
を
救
い
、
車
馬
器
服
を
贈
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
衛
人
が
こ
れ
に
報
い
る
た
め
に
作
っ
た
詩
と
す
る
。
［
６
］
こ
の
他
に
、
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
一
（
文
選
』
巻
二
九
）
に
「
我
『
有
一
樽
酒
、
欲
以
贈
遠
人
。
願
子
留
斟
酌
、
叙
此
平
生
親
（
我
に
一
。」
樽
酒
有
り
、
以
て
遠
人
に
贈
ら
ん
と
欲
す
。
願
は
く
は
子
留
り
て
斟
酌
と
ど
ま
し
、
此
の
平
生
の
親
を
叙
べ
よ
）
と
あ
る
「
願
子
留
斟
酌
、
叙
此
平
。
。
の
生
親
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
送
別
の
贈
り
も
の
と
し
て
酒
を
贈
る
と
い
う
よ
り
は
、
し
ば
し
餞
別
の
酒
宴
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
言
う
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
［
７
］
同
氏
「
建
安
詩
人
に
よ
る
送
別
の
贈
答
詩
に
つ
い
て
（
日
本
中
」
『
国
学
会
報
』
第
四
一
集
・
一
九
八
九
・
三
四
頁
）
参
照
。
［
８
］
同
氏
前
掲
論
文
参
照
。
［
９
］
ま
た
蔡
邕
「
答
対
元
式
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
三
一
）
に
「
君
子
」
『
博
文
、
貽
我
徳
音
（
君
子
博
文
に
し
て
、
我
に
徳
音
を
貽
る
、
同
。」
。）
「
答
卜
元
嗣
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
三
一
）
に
「
斌
斌
碩
人
、
貽
我
以
」
『
文
。
辱
此
休
辞
、
非
余
所
希
。
敢
不
酬
答
、
賦
誦
以
帰
（
斌
斌
た
る
。」
ひ
ん
ぴ
ん
碩
人
我
に
貽
る
に
文
を
以
す
此
の
休
辞
を
辱
く
す
る
は
余
の
希
、
。
、
か
た
じ
け
な
の
ぞ
む
所
に
非
ず
。
敢
て
酬
答
せ
ざ
ら
ん
や
、
賦
誦
し
て
以
て
帰
る
）
と
。
お
く
あ
り
、
相
手
か
ら
詩
文
を
贈
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
答
え
て
返
し
の
詩
歌
を
贈
っ
た
こ
と
を
言
う
。
［
］『
』
「
」
「
、
、
。」
毛
詩
大
雅
抑
に
其
維
哲
人
告
之
話
言
順
徳
之
行
10（
、
、
。）
其
れ
維
れ
哲
人
之
に
話
言
を
告
ぐ
れ
ば
徳
に
順
ひ
て
之
れ
行
ふ
と
あ
り
、
そ
の
毛
伝
に
「
話
言
、
古
之
善
言
也
（
話
言
は
、
古
の
善
。」
。）
。
「
」（『
』
言
な
り
と
あ
る
ま
た
陶
淵
明
贈
長
沙
公
箋
注
陶
淵
明
集
巻
一
）
に
も
「
何
以
写
心
、
貽
此
話
言
（
何
を
以
て
心
を
写
さ
ん
、
。」
此
の
話
言
を
貽
る
）
と
あ
る
。
。
［
］
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
三
（
集
英
社
・
一
九
七
四
）
で
は
、
こ
の
』
11「璵
璠
」
を
「
詩
歌
」
の
こ
と
と
し
て
訳
す
。
詩
を
美
玉
に
譬
え
る
例
は
西
晋
の
詩
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
相
手
の
詩
を
美
化
す
る
場
合
で
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あ
り
、
自
分
の
詩
を
玉
に
譬
え
る
例
は
西
晋
の
詩
に
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
［
］
松
原
朗
氏
『
中
国
離
別
詩
の
成
立
（
研
文
出
版
・
二
〇
〇
三
・
五
』
12五頁
）
参
照
。
［
］
鈴
木
修
次
氏
『
漢
魏
詩
の
研
究
（
大
修
館
書
店
・
一
九
六
七
・
四
』
13四六
～
四
五
〇
頁
。）
［
］
こ
の
詩
は
曹
植
の
集
で
は
「
離
友
詩
三
首
」
の
一
首
と
さ
れ
て
お
14り、
そ
の
「
離
友
詩
」
の
序
文
に
は
夏
侯
威
と
の
送
別
の
時
に
作
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
原
氏
は
、
こ
の
詩
は
離
別
の
現
場
に
即
し
て
お
ら
ず
「
作
者
は
想
像
の
力
を
か
り
て
、
別
後
の
寂
寞
た
る
、
、
、
境
遇
の
中
に
み
ず
か
ら
を
措
き
、
そ
こ
を
起
点
に
、
別
れ
た
友
人
を
懐
し
む
の
で
あ
る
（
同
氏
前
掲
書
・
二
五
頁
）
と
す
る
。
ま
た
趙
幼
文
。」
氏
は
『
三
国
志
』
魏
書
・
武
帝
紀
の
記
事
に
基
づ
き
、
こ
の
詩
は
夏
侯
威
を
懐
っ
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
（
曹
『
植
集
校
注
』
人
民
文
学
社
・
一
九
八
四
、
そ
も
そ
も
送
別
の
時
の
作
）
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
［
］
沈
約
「
詠
青
苔
詩
（
初
学
記
』
巻
二
七
）
に
「
縈
鬱
無
人
贈
、
」
『
15
。」（
、
。）
葳
蕤
徒
可
憐
縈
鬱
人
の
贈
る
無
く
葳
蕤
徒
ら
に
憐
む
べ
し
と
あ
る
。
［
］
裴
子
野
「
詠
雪
詩
（
芸
文
類
聚
』
巻
二
）
に
「
払
草
如
連
蝶
、
」
『
16落樹
似
飛
花
。
若
贈
離
居
者
、
折
以
代
瑶
華
（
草
を
払
へ
ば
連
蝶
の
。」
如
く
樹
に
落
つ
れ
ば
飛
花
に
似
る
。
若
し
離
居
に
贈
ら
ん
と
せ
ば
、
折
り
て
以
て
瑶
華
に
代
へ
ん
）
と
あ
る
。
。
［
］
「
」（『
』
）
「
」
沈
約
送
友
人
別
詩
芸
文
類
聚
巻
二
九
に
は
同
心
扇
17を
送
別
の
贈
り
も
の
と
す
る
例
が
見
え
る
「
同
心
」
は
『
周
易
』
繫
。
辞
伝
上
の
「
二
人
同
心
、
其
利
断
金
（
二
人
心
を
同
じ
く
せ
ば
、
。」
其
の
利
き
こ
と
金
を
断
つ
）
に
基
づ
く
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
扇
」
。
す
る
ど
た
と
結
び
つ
く
の
は
、
班
婕
妤
「
怨
歌
行
（
文
選
』
巻
二
七
）
に
「
裁
」
『
為
合
歓
扇
、
団
団
似
明
月
（
裁
ち
て
合
歓
の
扇
と
為
し
、
団
団
明
。」
た
月
に
似
た
り
）
の
よ
う
な
閨
怨
詩
の
要
素
を
合
わ
せ
た
も
の
か
と
解
。
釈
で
き
る
。
ま
た
斉
梁
の
詩
に
は
別
離
の
時
又
は
別
離
の
時
に
共
に
草
、
「
」（『
』
木
を
折
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
お
り
梁
元
帝
折
楊
柳
芸
文
類
聚
巻
八
九
に
は
そ
れ
を
同
心
且
同
折
と
表
現
す
る
例
も
見
え
る
前
）
「
」
（
掲
拙
稿
「
梁
陳
の
折
楊
柳
―
攀
折
の
「
折
楊
柳
」
―
」
一
五
・
一
六
頁
参
照
。
こ
の
沈
約
の
例
は
、
或
い
は
伝
統
的
な
価
値
観
に
、
新
し
い
）
価
値
観
を
加
え
た
贈
り
も
の
の
例
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
他
に
同
類
の
例
が
こ
の
時
期
の
詩
に
は
見
え
ず
、
ま
た
稿
者
の
見
落
と
し
た
出
典
が
他
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
い
ま
は
例
外
と
し
て
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
